
お互いさまのまちづくり 第169号
平成26年４月1日

大町市キャラクター

おおまぴょん

社協おおまち
ぼかし
生ゴミ再利用

手作りクッキー
新商品　 レーズン・

フラワー・ 抹茶クッキー

ＥＭせっけん
油汚れに…

藍染製品
各種取り揃えています

自家製ぱん
あんぱん・ ピサパン各種

手作り商品各種
牛乳パックペン立て・

手編みの手袋など

がんばりやさん
（ＮＰＯ法人北アルプスの風）

がんばりやさん
（ＮＰＯ法人北アルプスの風）

がんばりやさん
（ＮＰＯ法人北アルプスの風）

ひまわり・すずらん作業所
（大町市社協）

ひまわり・すずらん作業所
（大町市社協）

ひまわり・すずらん作業所
（大町市社協）

障がい者作業所で作られている製品!!詳しくは４ページ

主
な
内
容

◆Ｈ26事業計画･予算……………………… ２～３ページ

◆障がい者作業所製品利用者インタビュー……４ページ

◆小地域福祉ネットワーク活動…………………５ページ

◆パーソナルサポートセンター開設……………６ページ

◆心配ごと相談日程………………………………７ページ

◆お知らせ

　福祉輸送サービス利用範囲の変更……………８ページ

　社会福祉協議会一般会費ご協力のお願い……８ページ



３．安心して暮らせるまちづくり主 要 事 業

基本理念「誰もが安心して暮らし続けることができる地域づくり」

平成26年度 事業計画・予算平成26年度 事業計画・予算

１.地域福祉推進基盤の強化

（1）法人運営基盤の強化

・会員組織の強化、赤い羽根共同募金運動の推進

による財政基盤強化や、独自の給与体系整備に

よる福祉人材の確保等を行います。

（2）災害時支援態勢の強化

・災害時の社協の役割を明確化し、関係機関との

相互応援態勢や職員初動態勢を整備します。

２．お互いさまのまちづくり

（1）ご近所支え合い事業

・マニュアルを活

用した支え合い

マップづくりを

さらに推進しま

す。

支え合いマップ
作成マニュアル

（2）小地域福祉ネットワーク事業

・活動支援の中で、

課題把握に努め

ます。

・未設立自治会に

対して説明会を

随時開催します。

（3）ボランティア活動推進事業
小地域福祉ネットワーク活動の様子

①ボランティアセンター運営事業

・ボランティアのニーズをつなぐセンターの周知

と機能強化に努めます。

②ボランティア活

動相互連携事業

・新たな活動への

つながりを目的

に、ボランティ

ア団体相互の情

報交換の場を提

供します。 ボランティア団体情報交換会の様子

③災害ボランティア支援事業

・災害ボランティアセンター運営マニュアルを活

用した研修会を開催します。

（1）生活支援活動の推進

①心配ごと相談事業

・心配ごと、司法書士相談のほか弁護士による専

門相談所を開設します。

②福祉輸送サービス事業

・単独では公共

交通機関の利

用ができない

方のために、

福祉車両での

移送サービス

を行います。

③日常生活自立支援事業

・判断能力が十分でない方が安心して地域で生活

できるよう、福祉サービスの利用援助や日常的

な金銭管理サービスを提供します。

（2）介護保険事業の推進

①訪問介護事業

・訪問介護員（ヘルパー）による

家事援助や身体介護のサービ

スを提供します。

②訪問入浴事業

・入浴設備を搭載した車両を用いて、看護師と介護

員による自宅での入浴サービスを提供します。

③通所介護事業（ひなたぼっこ、こすもす、みさか、

移送車両「さわやか号」

　みあさ）

・機能訓練やレクレーションの充実を図り、ニー

ズに応じた柔軟な利用調整等により在宅生活を

支援します。

（3）障がい者福祉の推進

①障がい理解促進事業

・障がい福祉に

関する情報提

供や、地域住

民の交流会を

開催し障がい

福祉の理解を

推進します。

大町第一中学校　体験学習受入(ひまわり)
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②障がい者就労支援事業

・障がい者の就労に関する相談窓口を開設します。

・障がい者雇用について企業側に働きかけをします。

・就職後の職場定着支援を行います。

③地域生活支援事業

・利用者が安心して生活を送るため、関係機関と

連携する中で、生活や就労に関する相談支援や

サービス提供を行います。

（4）経済的支援活動の推進

①資金貸付事業

・低所得者、障がい者世帯又は高齢者世帯に対し、

各種資金の貸付事業を実施します。

②災害見舞金等支給事業

・火災及び自然災害

の被災世帯に対し、

寝具や見舞金の支

給を行います。

③生活困窮者等自立支援モデル事業

・生活困窮者からの相談に応じ、就労等自立に関

する問題について必要な支援を行います。

４．受け継がれるまちづくり

（1）地域における福祉意識の啓発

・広報紙やホームページ等で、今後求められる地

域活動やボランティア活動を発信し、福祉意識

の啓発を図ります。

（2）地域の担い手育成

①福祉教育推進

事業

・地域や学校と

連携し、福祉

教育の推進と

人材育成に努

めます。 小中学生ボランティア塾
（視覚障がい体験 音声パソコン）

②企業ボランティア育成事業

・地元企業と関

わりをもち、

ボランティア

活動や災害時

の協力態勢づ

くりを進めま

す。

(3)地域福祉活動団体の育成

企業での福祉教育
（JA大北平支所 高齢者疑似体験）

①小地域福祉ネットワーク活動推進事業

・新規設立ネットワークに対し、活動助成を行う

とともに、既存ネットワークからの相談受付や

員派遣による活動支援を行います。

②地域福祉活動団体育成事業

・市内で活動している福祉団体、ボランティア団体

が行う事業に対する助成金の交付と活動支援によ

り、地域福祉活動を行う団体の育成を図ります。

予　算 （単位：万円） ※新会計基準への移行に伴い、一部事業区分及び勘定科目が変更となっています。

収入総額　6億1,858万円 支出総額　6億1,858万円

法人運営活動
1億2, 173万円

高齢者福祉活動
2億6, 242万円

障がい者福祉活動
1億3, 221万円

生活支援活動
    1,576万円

地域福祉活動
    2,888万円

共同募金
配分金事業 

847万円

会費・寄附金 710万円
総合福祉センター指定管理事業 

4,911万円補助金（共募含）
 4,526万円

受託金 
8,064万円

介護保険収入
2億5, 330万円

就労支援事業
 1,193万円

障害福祉サービス 
8,202万円

その他
 1,540万円

基金取崩
 80万円

積立金取崩
 4,522万円

繰入金 4,812万円

前期末残高 2,879万円
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～

大いにご利用ください。

ご存じですか！？

障障ががいい者者作作業業所所でで作作らられれてていいるる製製品品
ご存じですか！？

●「ぼかし」は生活の必需品

大塩

倉品　敦子さん

　５年前より購入している。生ごみ

を畑の肥料にできるぼかしは環境に

もいい。できた液肥は祖母も鉢植え

などに使用。

とてもよく

育ちうちで

は必需品と

なっている。 

●仕手が荒れない重宝な
「ＥＭプリン石鹸」

八日町

山田　恵さん

　月に10本ほど買っている。手が

荒れないこの石鹸は重宝している。

タオルやふきんを一晩漬けておく

と、とても白くなる。

畳を拭くときにも使

用。春先は汚れが気

になる季節。プリン

石鹸は大活躍である。 

●これからも販売を
　　　　　続けてほしい

名店街

はっちゃん

　石鹸の材料になる使用済み油を

提供したことがきっかけで購入。

お好み焼き屋なので、ソースや油

で汚れた鉄板を洗浄するのにＥＭ固

形石鹸が大活躍。作業着などの油

染みにも使用。

泡切れもよくす

すぎに使う水の

量も節約。手に

もやさしくこれ

からも販売を続

けてほしい。 

●きっかけは応援する気持ち

南原町

伊藤　敏子さん

　作業所を応援する気持ちで購入

したのがきっかけで、今ではファ

ンになった。コーヒーを飲むとき

の茶菓子として小袋に入っていて

ちょうどいい大きさのクッキーが

大好き。家族のお土産としても購

入している。

～ごご利利用用者者のの声声～～ 
●安心して使える
　　　　「ＥＭプリン石鹸」

大黒町

井口　徹朗さん

　ＥＭ菌が環境によいと聞き、知人

の紹介がきっかけで購入。台所、風

呂場、洗面所と家中置いて、手洗い

や食器洗い等に

使っている。蛇口

などの金属部の汚

れがよく落ちる。

化合物もなく安心

して使える。

ぼかし、ＥＭ石鹸、藍染製品は… 
■障害福祉サービス事業所

　ひまわり・すずらん 

■大町市総合福祉センター内

　（東町1129番地） 

■ＴＥＬ：２２-４９５６

自家製クッキー、パンは… 
■共同作業所がんばりやさん 

■販売場所『こころ』

　（名店街２５３２番地１０） 

■ＴＥＬ：２３-３４２３

お問い合わせ先

ぼかし　一つ110円です ＥＭプリン石鹸　一つ110円です

ＥＭ固形石鹸　一つ110円です 手作りクッキー　一つ100円です
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購入いただいたこれらの製品は、作業所で働くご利用者の工賃となり、

障がいのある方の社会参加と生きがいづくりにつながっています。

大いにご利用ください。



小規模ネットワーク活動
地域のつながり

小規模ネットワーク活動
地域のつながり

　近年、地域のつながりが希薄化してきていると言われています。地域によっては、近所同士でもあい

さつしない、隣に住んでいる人もよく知らないといった状

況が見られます。

　反面、地域のつながりの希薄化が招く諸問題から、あらた

めて地域の「絆」の重要性が見直されております。

　なぜいま、地域のつながりが求められているのでしょうか。
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　地域のつながりが希薄化したことによって、隣近所の付き合いがなくなり、近年子どもが被害にあう

事件が起こったり、子育てに関する相談相手がいなくて悩んだり、一人暮らしの方の孤独死などの問題

が起こっています。地域のつながりは、防災や防犯をはじめ、いざという時に助け合うことができるな

ど、その地域に住むためには欠かせない「安全で安心な地域社会」をつくることにつながります。

　小地域福祉ネットワークは、自治会や老人クラブなど既存の地域団体相互を横のつながり（ネット

ワーク）で結び、隣近所で助け合い、支え合っていた地域社会の仕組みを再構築する活動です。

地域のつながりつくる活動 小地域福祉ネットワーク活動!!

新たなつながりを生んだ
ネットワーク活動
　神栄町 自治会長　

　富田　健治さん

　ネットワークたんぽぽの会は14年目。三世代交流

などでは、自治会、老人クラブ、ＰＴＡそれぞれがた

んぽぽの会に協力して行っている。たんぽぽの会は

女性がほとんどだが、そこには新たなつながりが生

まれ、担い手相互も交流が深められている。

新たなつながりを生んだ
ネットワーク活動

　野口

　平林　ちをりさん

　ネットワークれんげの会が行う事業に参加して

いる。特に年末に行うミニ門松づくりの三世代交流

では、地域の方が講師となって、子どもたちと一緒

につくり交流している。昔は自然とできていた三世

代交流。今は、何かしないと交流ができない。だか

ら、いち住民としてできる限り協力していきたい。

自治会活動の一つとして

　
宮本自治会　福祉部　

松田　昌子さん

　担い手の高齢化。広く住民からの理解を得ることを

目的に自治会活動の一つとしてネットワーク活動を行

うようになった。結果、今までにない世代の参加があ

り、一定の成果につながった。行事は老人クラブや地域

の各団体にも協力を仰ぎ、周知活動をしている。

地域の団体と協力しあい、
活動を

　清水ネットワークしゃくなげ会

　五十川　正彦さん

　春には子ども会への協力として花植え活動。自治会へ

の協力としてマレットゴルフ場の整備作業。三世代交流

事業では、子ども会や老人クラブに協力を得て行ってい

る。地域住民の一員として、独自の行事はもちろん、地域

の団体と互いに協力しあい、活動していきたい。

地域の連携、あなたのまちは!?

地域のつながりがなぜ必要なの？



生活・就労支援センター 開設！！生活・就労支援センター 開設！！
　失業・病気・人間関係などさまざまな問題で困っている方、ひとりで悩

まず、まず当センターにご相談ください。どうしたらいいかを一緒に考

え、解決に向けてサポートしていきます。　相談は無料。もちろん秘密は

厳守します。どうぞお気軽にご利用ください。

電話　２２-７０８３

ＦＡＸ　２６-３８５６

メール 

ps-omachi@nsyakyo.or.jp

開所時間　月～金曜日

　　　　８：30～17：30

お金も食べ物も

底をついた。

頼れる人もいない。

会社が倒産。

家のローンもあるし、

どうしたらいいか。

母親の介護のため退職。

この先生活が心配。

重い病気になった。

治療にお金が‥。

生活が心配。

生活・就労支援センター 開設！！

Topics 大町市総合福祉センターに
2014年４月１日
ＯＰＥＮ！（仮称）

ボランティア団体情報交換会を開催しましたボランティア団体情報交換会を開催しましたボランティア団体情報交換会を開催しました
大町市総合福祉センター

3月17日 

　大町市には、80を超えるボランティア団体登録があります。普段は別々に行っているボランティア活動

ですが、情報交換をして互いに協力や連携を深めることを目的に初めて開催しました。

情報交換会 こんな意見が

　２つのグループに分かれ活動をして「うれし

かったこと・困ったこと・願っていること」につい

て情報交換。 

●うれしかったこと

・喜び合える仲間

　ができた 

●困ったこと

・会員の人数不足

　や高齢化 

●社協への要望

・皆で共感しあえたこのような情報交換会を、

より多くのボランティア参加のもと今後も

継続して実施してほしい。

第２回ボランティアセンター運営委員会を開催しました第２回ボランティアセンター運営委員会を開催しました第２回ボランティアセンター運営委員会を開催しました 3月４日

　ボランティア活動をより一層充実させていくため

の運営委員会を開催しました。

　今回は、平成

25年度の事業を

振り返り、それ

を踏まえての新

年度の事業につ

いて委員のみな

さんと意見交換

をしました。

■ボランティア基金の活用について

・引き続き復興支援として、活用しよう。

・ボランティアセンターを知ってもらうた

めガイドブックを作っては。

■新年度事業について

・障がい者や高齢者の外出のお手伝いボラ

ンティアの体験講座をしてはいかがか。

・災害ボランティアセンターのマニュアル

を整備し訓練を行うことが重要

意見や要望では‥
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４
月

５
月

市社協 理事会・評議員会を

 開催しました

市社協 理事会・評議員会を

 開催しました

市社協 理事会・評議員会を

 開催しました 3月18日

　去る３月18日に、理事会、評議員会を開催しました。

　今回は、平成26年度事業計画・予算のほか、新会計基準

に対応した経理規程の改正などをご審議いただき承認い

ただきました。

事前予約にご協力ください。　２２－１５０１（大町市） 

大北地域心配ごと相談日程 ４月・５月

理
事
会
の
様
子

開催日 時　間 相談内容 担当者 場所 開催者・連絡先

４月14日(月)
13：00～16：00 心配ごと相談 心配ごと相談

大町市
総合福祉センター

大町市社協 
22‐1501

13：00～15：00 司法書士相談 司法書士

４月28日(月)
13：00～16：00 心配ごと相談 心配ごと相談員

13：00～15：00 司法書士相談 司法書士

４月８日(火)
13：30～15：30 なんでも相談 心配ごと相談員 やすらぎの郷

池田町社協 
62‐9544４月22日(火)

４月２日(水) 13：00～15：00
生活全般相談
子育て相談

民生委員
児童委員

ゆうあい館
松川村社協 
62‐9000

５月12日(月)
13：00～16：00 心配ごと相談 心配ごと相談員

大町市
総合福祉センター

大町市社協 
22‐1501

13：00～15：00 司法書士相談 司法書士

５月26日(月)
13：00～16：00 心配ごと相談 心配ごと相談員

13：00～15：00 司法書士相談 司法書士

５月13日(火)
13：30～15：30 なんでも相談 心配ごと相談員 やすらぎの郷

池田町社協 
62‐9544５月27日(火)

５月７日(水) 13：00～15：00
生活全般相談
人権相談

民生委員
人権擁護委員

ゆうあい館
松川村社協 
62‐9000

５月14日（水） 13：00～15：00 心配ごと相談
司法書士

人権擁護委員
民生児童委員

白馬村保健福祉
ふれあいセンター

白馬村社協 
72‐7230

◎お気軽にご相談ください。
★電話相談　どんな悩みごともお気軽にどうぞ。 

このほか、【常設相談】土日 ★日常生活自立支援　障がい者・高齢者の方で、ご自分で判断することが難しく、

祝日を除き毎日受け付け 　　　　　　　　　　日常生活や財産管理についてお困りの方。 

ています。　22‐1501 
★ボランティアセンター(社協内)　ボランティアについての相談。
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ふれあいの窓
善意の寄附をありがとうございます
Ｈ26.１.16～Ｈ26.３.15（敬称略）

【現金】

　大町ＪＣシニアクラブ………… 30,000円　 長野県労働金庫大町支店運営委員会 … 33,980円

　昭和電工㈱大町事業所 ……… 50,000円　 匿名…………… 5,243円

【物品】　大町ロータリークラブ　軽自動車１台  　　【使用済切手等】　市川尊典、他匿名多数



 

福祉輸送サービス　ご利用範囲変更のお知らせ
　ご利用いただいています『福祉輸送サービス』ですが、４月１日よりご利

用いただける範囲が変更となります。より多くの方にご利用いただけるよう

変更したものです。ご理解とご協力をお願いいたします。

変 更 点

市外へ運行する場合は、市境から20㎞以内 とします。

こちらまでは運行可能です　～主な病院～ 

●安曇野日本赤十字病院（安曇野市） 

●ＪＡ長野厚生連 新町病院（長野市信州新町）

　今まで、ご利用いただけていた

松本市内への運行は、ご利用いた

だくことができなくなりました。

ご迷惑をお掛けします。

大町市社会福祉協議会の一般会費にご協力をお願いします 

●納入方法　自治会で取りまとめていただくか、直接受付窓口まで

　　　　　　お持ち下さい。 

●受付窓口　大町市、八坂、美麻総合福祉センター　平、常盤、社公民館 

●受付期間　平成26年４月１日(火)～５月30日（金） 

●問い合せ先　大町市社会福祉協議会 東町1129番地 ＴＥＬ22-1501

　　　　　　　（大町市総合福祉センター内）

会　費

６００円
（一世帯あたり）

会費は、地域活動やボランティア活動の大切な財源として活用しています。

昨年度は、こんな活動に活用させていただきました

（写真：自治会マップづくり風景）

地域の支え合いが災害につよいま

ちづくりへの第一歩。マップづく

りに活用しています。

（写真：賛助会大町グループ）

ボランティア団体が行う活動に

助成金を交付させていただきま

した。

（写真：男性の料理教室）

各種講座を企画。講座を通じて、

新たなつながりづくりを行って

います。

支え合いのマップづくり ボランティア団体活動助成金 各種講座の開催

一般会費一般会費

「社協　おおまち」へのご意見、ご希望、投稿などみなさんの声をお寄せください。

〒398－0002　大町市大町1129　大町市総合福祉センター内

編集・発行；社会福祉法人 大町市社会福祉協議会　地域福祉係　TEL22－1501　FAX22-7071

URL http://www.omachishakyo.org/ 　　E-mail soｕmukikaku@omachishakyo.org 

8 この広報紙は再生紙を利用しています。　北辰印刷


